
ご

不
登
校
の
小
中
学
生
が
別
万
人
に
迫
る
な
か
、
多
く

識

》
逢
誕
濯
窯
雛

（
高
浜
行
人
）

人
と
関
わ
る
の
が
怖
く
て
ほ

わ

一
ま
、
卒
業
し
た
。
不
登
校
経

か
毎
美進

験
者
向
け
の
予
備
校
に
入
っ

Ｅ

学
ヅ
ィ
ッ
タ
ー
（
現
Ｘ
）
に
自
っ
て
い
た
．

離
退
編
害
雰
鴻
舗
静
進
溌
篭
儲
鮎
濡

距
蕊
竈
騒
辨
謹
蕊

自
由
。
ス
タ
ッ
フ
に
心
の
内

の

し
た
生
徒
が
学
校
に
呼
び
出
 
意
欲
が
回
復
し
て
い
っ
た
。

さ
れ
た
。
投
稿
は
削
除
さ
 浪
人
３
年
目
に
留
学
を
思

れ
、
謝
罪
も
あ
っ
た
。
だ
が
 い
立
っ
た
。
「
外
国
な
ら
人

と

「
裏
で
は
み
ん
な
私
を
馬
鹿
 
間
関
係
に
裏
表
が
な
い
の
で

に
し
て
い
る
」
と
し
か
思
え
は
」
と
考
え
た
。
英
語
の
上

人
な
く
な
り
、
高
１
の
加
月
か
 達
を
め
ざ
し
て
い
た
こ
と
ど

ら
学
校
に
行
け
な
く
な
っ
 
費
用
面
か
ら
行
き
先
は
ニ
ュ

た
。
翌
年
１
月
、
出
席
日
数
 
-ジ
ー
ラ
ン
ド
に
し
た
。
両

友
が
足
り
ず
退
学
に
な
っ
た
。
親
も
後
押
し
し
て
く
れ
た
。

通
信
劃
局
校
に
編
入
し
、
現
地
で
知
り
合
っ
た
人
は

影ｊ
“、
峰
Ｎ
『
郷
勢
馴
-Ｊ
-”》

Ｉ
画

一
『
蝿

全
 

面

／

Ｉ醗

試
性
砿
１
い

麦
￥
〒
←
＃
し
恥
珊

ｈ
慣
 
他
一
格
女
徒
 
つ

の

-資
の
生

一
蝋
５
“”Ｉ
そ
営

熾
雛
》
幸
岬
恥
川
叩
》

」
．
、
、
扉

１
１
Ｂ
杜
。
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
毎
彦
・

６
 
曲
・

の
↓
曝
鰊
、
、
Ｐ
可
 
悪
ｑ
ｌ

砂
口
山
印
ロ
ー
識
歸
圃
》
聯
ｌ
駒

！
-０
苫
’６
且

画
同
溌
〆
卯
-芯
呉
…

・
ロ
嗣
口
１
塁
■
亜
-・

鱗
…
鰹〒

留
学
が
転
機
「
そ
れ
も
自
分
割
り
切
っ
て
」

み
な
、
嫌
な
こ
と
は
嫌
と
言

う
。
そ
の
関
係
が
心
地
よ
か

っ
た
。
不
登
校
の
経
験
か
ら

「
人
に
寄
り
添
う
医
療
に
携

わ
り
た
い
」
と
の
思
い
が
あ

り
、
留
学
経
験
を
経
て
、
海

外
で
も
活
躍
で
き
る
看
護
師

に
な
る
と
い
う
目
標
が
で
き

た
。
帰
国
後
、
躯
歳
で
都
内

保
護
者
の
焦
り
悪
影
響
が
心
配

文
部
科
学
省
が
２
０
１
４

年
に
発
表
し
た
、
中
３
の
時

に
不
登
校
だ
っ
た
１
６
０
４

人
の
５
年
後
（
加
歳
ご
ろ
）

の
状
況
を
尋
ね
た
追
跡
調
査

に
よ
る
と
、
大
学
や
短
期
大

学
に
通
っ
て
い
た
人
は
躯
．

６
％
・
皿
年
度
の
「
学
校
基

本
調
査
」
で
は
全
国
の
高
卒

生
の
大
学
・
短
大
へ
の
進
学

率
は
弱
・
７
％
だ
っ
た
。

追
跡
調
査
で
は
、
中
学
卒

業
後
に
人
と
の
関
わ
り
に
不

安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た

か
と
い
う
質
問
に
「
お
お
い

に
あ
っ
た
」
「
少
し
あ
っ

た
」
と
答
え
た
割
合
は
門
．

５
％
に
上
っ
た
。

た
だ
、
奈
良
女
子
大
大
学

院
の
伊
藤
美
奈
子
教
授
（
学

校
臨
床
心
理
学
）
は
「
不
登

の
私
立
大
看
護
学
部
に
進

み
、
休
む
こ
と
な
く
通
っ

た
。
来
春
、
看
護
師
と
し
て

病
院
に
就
職
す
る
予
定
だ
。

人
間
関
係
づ
く
り
は
い
ま

も
得
意
で
は
な
い
。
で
も
、

い
ま
は
こ
う
思
え
る
。
「
そ

れ
も
含
め
て
自
分
。
割
り
切

っ
て
頑
張
れ
ば
い
い
」

校
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

将
来
を
過
度
に
悲
観
す
る
必

要
は
な
い
」
と
話
す
。
懸
念

す
べ
き
な
の
は
む
し
ろ
保
護

者
の
焦
り
だ
と
い
い
、
「
大

人
が
焦
っ
て
無
理
に
学
校
に

行
か
せ
る
方
が
本
人
に
と
っ

て
つ
ら
く
、
将
来
へ
の
悪
影

響
に
な
り
か
ね
な
い
」
。
、

親
が
適
切
な
見
守
り
や
支

援
を
す
る
た
め
に
何
が
必
要

な
の
か
。
「
親
子
だ
け
で
は

関
係
が
ぴ
り
ぴ
り
し
が
ち

で
、
学
校
以
外
の
居
場
所
な

ど
、
使
え
る
も
の
は
使
っ
て

い
く
姿
勢
が
必
要
」
と
伊
藤

教
授
は
指
摘
す
る
。

保
護
者
が
親
の
会
や
支
援

者
と
つ
な
が
る
だ
け
で
も
、

保
護
者
の
精
神
面
が
安
定
し

た
り
、
助
言
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
た
り
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
適
切
な
対
応
に

つ
な
が
り
や
す
く
な
る
と
い

一
つ
。

◇
こ
の
記
事
は
、
朝
日
新
聞
デ

ジ
タ
ル
の
連
載
「
不
登
校
そ
の

後
」
の
内
容
を
再
構
成
し
た
も
の

で
す
。
デ
ジ
タ
ル

譲

版
の
記
事
は
こ
ち

ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
。

ｌ
ｂ
Ｂ
ｐ
６
卜
０
日
ｈ
０
ｐ
Ｄ
Ｄ
■
Ｌ
ｐ
ｌ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
Ｂ
Ｌ

Ｊ
ノ
リ一

高 校 通 って
(通信制含む） いない

・ 1                    1

高 専 、 2 ． 9
専 門 学校など 無 回 答

文部科学省の｢不登校に関する実態調査」
(2014年)から。
四捨五入のため就業状況のグラフは
計100％にならない ．

･･卒業後も2年間一進一退
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